
◉制度の利用者数（各年12月末時点）

◉成年後見人等と本人の関係（令和２年）
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成
年
後
見
制
度
っ
て
？

　
認
知
症
や
知
的
障
が
い
、
精
神

障
が
い
な
ど
の
理
由
で
判
断
能
力

が
不
十
分
な
人
は
、
預
貯
金
や
不

動
産
な
ど
の
財
産
管
理
、
介
護
・

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
手
続
き
を

す
る
こ
と
が
難
し
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
自
分
に
不
利
益
な

契
約
に
つ
い
て
、
よ
く
判
断
で
き

ず
に
契
約
を
結
ん
で
し
ま
う
と

い
っ
た
こ
と
も
あ
り
得
ま
す
。
家

族
が
近
く
に
い
れ
ば
守
る
こ
と
も

で
き
ま
す
が
、
一
人
暮
ら
し
の
高

齢
者
も
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
、
法
律
行
為
お
け

る
意
思
決
定
が
困
難
な
人
の
た
め

の
権
利
を
守
る
制
度
が
成
年
後
見

制
度
で
す
。
成
年
後
見
制
度
に

は
、「
法
定
後
見
制
度
」
と
「
任

意
後
見
制
度
」
の
２
つ
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
う
ち
、「
法
定
後
見
制

度
」
は
判
断
能
力
の
程
度
に
応
じ

て
、「
補
助
」「
保
佐
」「
後
見
」

の
３
つ
に
分
か
れ
ま
す
。
高
齢
化

の
進
展
に
伴
い
、
制
度
の
利
用
者

は
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

利
用
者
の
約
８
割
が
司
法
書
士
や

弁
護
士
、
社
会
福
祉
士
と
い
っ
た

親
族
以
外
を
成
年
後
見
人
等
と
し

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
成
年
後
見

人
等
は
個
人
だ
け
で
な
く
、
社
会

福
祉
法
人
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど
が

就
任
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
す
た
め
に

　
燕
市
で
も
、
地
域
で
生
活
し
て

い
る
障
が
い
の
あ
る
人
も
い
ま
す

し
、
高
齢
化
の
進
展
と
と
も
に
、

認
知
症
や
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者

も
増
え
て
い
く
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
そ
の
よ
う
な
中
、
判
断
能
力

が
不
十
分
な
場
合
で
も
、「
成
年

後
見
制
度
」を
利
用
す
る
こ
と
で
、

住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮

ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

成年後見制度は、判断能力が十分でない人の権利や財産を守る制度ですが、
まだまだ知られていないのが現状です。

高齢社会を背景に利用者の増加が予測されます。
ますます必要性が高まっている成年後見制度について紹介します。

島
倉
　
成
年
後
見
制
度
の
利
用

者
は
増
え
て
い
ま
す
か
？

廣
田　

増
え
て
き
て
い
ま
す

ね
。
以
前
は
、
自
分
で
判
断
す

る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
き
な
い

ケ
ー
ス
が
多
か
っ
た
で
す
が
、

今
は
、
で
き
な
い
と
こ
ろ
を
補

助
・
保
佐
す
る
と
い
う
ケ
ー
ス

が
増
え
て
い
ま
す
。

鳥
羽　
社
会
福
祉
協
議
会
に
は

最
近
に
な
っ
て
複
数
の
相
談
が

あ
り
、
皆
さ
ん
に
と
っ
て
制
度

が
身
近
に
な
っ
て
き
て
い
る
と

感
じ
て
い
ま
す
。

島
倉
　
増
加
の
要
因
は
ど
う
い

う
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
か
？

鳥
羽　
制
度
の
周
知
を
積
極
的

に
行
っ
た
結
果
だ
と
思
い
ま

す
。
市
や
弁
護
士
会
な
ど
と
連

携
し
て
続
け
た
い
で
す
ね
。

廣
田　
昔
は
家
族
が
一
緒
に
い

た
の
で
、
制
度
を
使
う
必
要
が

な
か
っ
た
ん
だ
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
家
族
が
遠
く
に
い
た

り
、
一
人
暮
ら
し
の
人
が
増
え

て
い
る
中
で
、
制
度
の
利
用
が

進
ん
で
い
る
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。

島
倉　
高
齢
化
が
進
む
に
つ
れ

て
、
制
度
利
用
へ
の
需
要
も
高

ま
っ
て
い
き
そ
う
で
す
ね
。

島
倉
　
制
度
を
使
う
メ
リ
ッ
ト

を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

鳥
羽　
社
会
福
祉
協
議
会
は
、

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
や
日
常

生
活
で
の
財
産
管
理
な
ど
、
本

人
が
自
分
ら
し
く
安
心
し
て
過

ご
せ
る
よ
う
に
サ
ポ
ー
ト
し
て

い
ま
す
。

廣
田　
私
が
担
当
す
る
案
件
で

は
、
自
分
で
お
金
の
使
い
方
が

う
ま
く
い
か
ず
に
立
ち
行
か
な

く
な
る
と
い
う
ケ
ー
ス
が
多
い

で
す
。
制
度
を
利
用
す
る
こ
と

で
、
生
活
を
守
り
な
が
ら
借
金

を
返
済
す
る
な
ど
、
先
の
道
筋

が
立
て
や
す
く
な
る
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
遺
産
分
割
の
お
手

伝
い
を
す
る
こ
と
で
、
ト
ラ
ブ

ル
が
大
き
く
な
る
前
に
解
決
で

き
る
と
思
い
ま
す
。

島
倉
　
利
用
者
と
接
す
る
と
き

に
気
を
つ
け
て
い
る
こ
と
は
？

鳥
羽　
本
来
は
自
分
で
管
理
す

る
お
金
を
、
私
た
ち
が
代
わ
っ

て
管
理
し
ま
す
の
で
、
信
頼
関

係
を
築
い
て
安
心
し
て
制
度
を

利
用
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
心

が
け
て
い
ま
す
。

廣
田　
私
も
丁
寧
に
説
明
す
る

よ
う
に
努
め
て
い
ま
す
。
そ
れ

か
ら
、
制
度
を
利
用
す
る
に
は

成
年
後
見
人
を
選
任
す
る
た
め

の
費
用
と
、
成
年
後
見
人
に
支

払
う
報
酬
が
発
生
し
ま
す
ね
。

島
倉　
費
用
が
ネ
ッ
ク
に
な
る

人
も
多
い
と
聞
き
ま
す
。
市
で

は
、
条
件
は
あ
り
ま
す
が
、
制

度
の
利
用
に
関
す
る
費
用
の
助

成
を
行
っ
て
い
ま
す
。
必
要
な

方
が
、
安
心
し
て
制
度
を
利
用

で
き
る
よ
う
に
支
援
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

島
倉
　
市
民
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

お
願
い
し
ま
す
。

廣
田　
何
か
困
っ
た
こ
と
が
起

き
る
前
に
、
心
配
事
が
あ
れ
ば

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

鳥
羽　
社
会
福
祉
協
議
会
や
市

に
ご
相
談
い
た
だ
け
れ
ば
、
弁

護
士
や
司
法
書
士
の
先
生
と
連

携
し
て
、
そ
の
人
に
と
っ
て
一

番
い
い
方
法
を
一
緒
に
探
し
て

い
き
ま
す
。

成年後見制度の ス ス メ

特集  成年後見制度

成年後見制度の現状や制度活用のメリットなどについて、日ごろから成年後
見制度の業務に携わる弁護士、社会福祉士に市の担当者がお伺いしました。

※グラフは最高裁判所事務総局家庭局「成年後
　見関係事件の概況」（令和２年）をもとに作成。

日常生活の支援（身上保護）
本人の生活や健康に配慮し、安心した生活が送
れるように契約などを行います。
○家賃の支払いや、契約の更新
○介護・障害福祉サービス等の利用手続き
○医療機関等の各種手続きや費用の支払い
○定期的に訪問し、生活状況を確認　　　 など

財産の適切な管理（財産管理）
本人に代わって財産の管理を行います。
○印鑑、預貯金通帳の管理
○収支の管理（預貯金の管理、年金・給料の受取、
　公共料金・税金の支払いなど）
○不動産の管理、処分
○貸地・貸家の管理、遺産相続の手続き　 など

成年後見人等の役割でないこと
○介護や家事援助などの労働　　○入院・入所時の身元引受、保証　　○養子縁組、認知、結婚、離婚などの身分行為
○手術など医療に関する同意　　○被後見人等の死後の葬祭、家財の整理など死後の手続き、相続手続き
○遺言、臓器提供、延命治療など、被後見人等自身の意思に基づくことが必要な行為

◉成年後見制度は大きく分けて２つあります

　判断能力が十分なうちに、将来、
認知症などにより判断能力が低下
した時に備え、あらかじめ「誰」
に「何」を頼むか決めておく制度。

任意後見制度
（本人に判断能力がある）

法定後見制度
（本人の判断能力がすでに不十分）

補助
　本人の判断能力
が不十分で、大切
な財産を管理する
ことに不安がある。

保佐
　本人の判断能力
が著しく不十分で、
大切な財産の管理
などが難しい。

後見
　本人の判断能力
がほとんどないた
め、普段の買い物
なども難しい。

◉成年後見人等の主な役割
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※成年後見人等とは、成年後見人、保佐人、補助人のこと

成年後見制度
特  

集

知っていますか？

司法書士
30.4%

弁護士
21.0%

親族
19.7%

社会福祉士
14.8%

社会福祉協議会
4.0%

行政書士  2.9%

市民後見人  0.8% その他  6.4%
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